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100BASE-TX/100BASE-FX(ST、SC)変換用メディアコンバーター

 MMC101/102/103/103LH  ユーザーマニュアル
この度は、CentreCOM MMC101/102/103/103LH（以下、
MMC101/102/103/103LH）をお買い上げいただき、誠にあり
がとうございます。
本製品は、100BASE-TXツイストペアケーブルと100BASE-
FX光ケーブルのメディア変換を行う、メディアコンバータ－で
す。
本製品の使用により、既存の100BASE-TXイーサネットシス
テムの接続距離を光ケーブルで最大2000m(MMC101/102)、
15km(MMC103)、40km(MMC103LH)まで延長することがで
きます。
このユーザーマニュアルをお読みになり、正しい設置を行って
ください。
また、お読みになった後は、大切に保管してください。

特長

◯ 100BASE-TXポートのMDI/MDI-X切り替え可能
◯ スライドスイッチによりFull Duplex/Half Duplexが選択可
能

◯ 超小型・軽量設計
◯ 接続状況が一目で分かるリンクテスト機能付き

梱包内容

最初に梱包箱の中身を確認して、次のものが入っているかを確
認してください。

◯ MMC101/102/103/103LH本体
◯ ACアダプター（AC100 -120V用）

○ DCプラグバンド
○ DCプラグバンド用ネジ（1個）
◯ 製品保証書
◯ シリアル番号シール（2枚）
◯ ユーザーマニュアル（本書）

また、本製品を移送する場合は、工場出荷時と同じ梱包箱で再
梱包されることが望まれます。
再梱包のために、本製品が納められていた梱包箱、緩衝材など
は捨てずに保管しておいてください。

各部の名称と機能　　

　　　　  　　

　　　

　　　　　 　　　　　　　

　　

 

① 通信モード切替スイッチ
通信モード（Full Duplex/Half Duplex）を、設定するための
スイッチです。100BASE-FXポートの対向機器の通信モー
ドと同様のモードに設定します。
スイッチの設定を変更した場合は、必ずACプラグをコンセ
ントから抜き、電源を投入し直してください。
デフォルトは「Full」です。

Half
半二重方式の通信（片方向ずつの通信）を行い、伝送速度は
100Mbpsとなります。

Full
全二重方式の通信（双方向同時通信）を行うことが可能なた
め、伝送速度は理論上Half Duplexの2倍の200Mbpsとな
ります。

② カスケード切替スイッチ
100BASE-TXポートをカスケード接続用ポートとして使用

おことわり

・ 本書は、アライドテレシス株式会社が作成したもので、全
ての権利を弊社が保有しています。弊社に無断で本書の一
部または全部をコピーすることを禁じます。

・ 予告なく本書の一部または全体を修正、変更することがあ
りますがご了承ください。

・ 改良のため製品の仕様を予告なく変更することがあります
がご了承ください。

・ 本装置の内容またはその仕様により発生した損害について
は、いかなる責任も負いかねますのでご了承ください。

Copyright  2003  アライドテレシス株式会社
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するか、通常のMDI-Xポートとして使用するかを設定する
ためのスイッチです。
スイッチの設定を変更した場合は、必ずACプラグをコンセ
ントから抜き、電源を投入し直してください。
デフォルトは「＝HUB」です。

= HUB
リピーター（ハブ）やスイッチとのカスケード接続用ポート
（MDI）として使用します。

X PC
通常の100BASE-TXポート（MDI-X）として使用します。

③ リンクテストスイッチ
本製品を介して接続された2つの機器の接続状況をLED表
示するNORMALモードと、該当ポートと接続機器間のリン
クが確立するかどうかをLED表示するTESTモードのどち
らかを選択するスイッチです。
デフォルトは「NORMAL」です。

NORMAL　 （スイッチが押し込まれた状態）
本製品を介して接続された2つの機器の接続状況を検証し
ます。リンクの有無・通信モード（Fu l l  Dup l ex/Ha l f
Duplex）・トラフィックの有無がLED表示されます。
メディア変換を行う場合は、「NORMAL」に設定します。

TEST 　 （スイッチが飛び出している状態）
本製品のポートと対向機器間のリンクが確立するかどうか
をポートごとに検証します。
TESTモード選択時は、メディア変換機能は作動しません。

④ 100BASE-TXポート
UTPケーブル（カテゴリー5以上）を接続するためのコネク
ターです。Full Duplex/Half Duplex自動認識（オートネゴシ
エーション）機能をもち、接続された機器に応じて適切な
モードで動作します。

⑤ LINK TEST LED
リンクテストスイッチがNORMALに設定されているとき
は緑色、TESTに設定されているときは橙色に点灯します。

⑥ 100BASE-FX PORT LED
③のリンクテストスイッチの設定によってLED表示が異な
ります。
［NORMALモード（デフォルト）時］
橙色はFull Duplex、緑色はHalf Duplex で動作しているこ
とを示します。本製品を介して接続された2つの接続機器
間のリンクが確立し、相互に通信が可能な状態にあるとき
に点灯、パケットの送受信が正常に行われているときに点
滅します。
リンクが確立しない場合は消灯します。

［TESTモード時］
100BASE-FXポートと接続機器との間にリンクが確立し、
相互に通信が可能な状態にあるときに点灯します。
通信モード切替スイッチの設定がFull Duplex の場合は橙
色、Half Duplex の場合は緑色に点灯します。
リンクが確立しない場合は消灯します。

⑦ 100BASE-TX PORT LED
③のリンクテストスイッチの設定によってLED表示が異な
ります。
［NORMALモード（デフォルト）時］
橙色はFull Duplex、緑色はHalf Duplex で動作しているこ
とを示します。本製品を介して接続された2つの接続機器
間のリンクが確立し、相互に通信が可能な状態にあるとき
に点灯、パケットの送受信が正常に行われているときに点
滅します。
リンクが確立しない場合は消灯します。

［TESTモード時］
100BASE-TXポートと接続機器との間にリンクが確立し、
相互に通信が可能な状態にあるときに点灯します。
接続機器とFull Duplex（オートネゴシエーションモード）で
通信が可能な場合は橙色、Half Duplex（オートネゴシエー
ションモード）・Full/Half Duplex（固定）の場合は緑色に点灯
します。
リンクが確立しない場合は消灯します。

⑧ 100BASE-FXポート
マルチモード光ケーブル対応（MMC101/102）、シングル
モードケーブル対応（MMC103/103LH）(CLASS1 LASER
PRODUCT)ポートです。ケーブルを接続する際は、接続す
る機器のRXから延びているケーブルをTXに、TXから延
びているケーブルをRXに接続します。
MMC101のコネクターはST型、MMC102/103/103LH

は SC型です。

⑨ DCジャック
ACアダプターを接続するためのコネクターです。

設置するまえに

● 設置場所
本製品を設定する場所については、次の点にご注意ください。

◯ 直射日光のあたる場所、多湿な場所、ほこりの多い場所に設
置しないでください。

◯ 傾いた場所や、不安定な場所に設置しないでください。
◯ 充分な換気ができるように、本体側面をふさがないように
設置してください。

◯ テレビ、ラジオ、無線機などの側に設置しないでください。

● 電源
商用の100V電源のコンセントを用意してください。コンセン
ト形状は、本製品に付属のACアダプターのACプラグに適合す
るものを使用してください。
必ず付属のACアダプターを
使用し、2ピンのAC100Vコ
ンセントに接続してくださ
い。
不適切なACアダプターや電
源コンセントを使用すると、
発熱による発火や感電のおそ
れがあります。

● DCプラグバンド
DC プラグが本体から抜けな
いように、同梱のDCプラグ
バンドで固定します。
① DCプラグをDCジャックに差し込みます。
② ケーブルをDCプラグバンドに通し、同梱のDCプラグバン
ド用ネジで本体に取り付けます。ネジ穴は本体側面の通信
モード切替スイッチの上にあります。

　　　　　　　

ケーブル長・接続例

機器間を接続するためのすべてのケーブルが①の最大セグメン
ト長以下の長さであることを確認してください。
Full Duplex のネットワークではコリジョンは発生しないため、
ケーブルの長さに関する制約は①のみです。
一方、Half Duplexのネットワークにおいて正しくコリジョンを
検出するためには、さらに②の条件を満たしている必要があり
ます。コリジョンドメイン内で②の式が成り立つかどうか確認
してください。

① 最大セグメント長
100BASE-TX（Full/Half Duplex）   100m
100BASE-FX（Half Duplex）　　    412m
100BASE-FX（Full Duplex）    　  2000m(MMC101/102)

                                                      15km(MMC103)
                                                      40km(MMC103LH)
  *  使用環境によっては、アッテネーターが必要になる場合が
あります。

②1.112X＋Y＋Z＋4（推奨マージン）≦512

・X ＝ UTP ケーブル長合計（m）
・Y＝光ケーブル長合計（m）
・Z＝経由する端末・リピーター・MMC101/102/103/

              103LHの往復遅延時間合計（bit times）

                            往復遅延時間表

            

● 接続例1

             

　   

　　　
*1  上図はMMC101/102の場合です。MMC103、MMC103LH
をご使用の場合はそれぞれ、15km、40kmになります。

*2 遅延時間合計
A・Ｂがスイッチの場合、遅延時間合計は92bit times にな
ります。
例）　X＝10mのときY≦404m
計算式　11.12＋ Y＋ 92≦ 508 → Y≦ 404

● 接続例2

　　　　

　　

*1  上図はMMC101/102の場合です。MMC103、MMC103LH
をご使用の場合はそれぞれ、15km、40kmになります。

*2  遅延時間合計
A・Ｂがスイッチの場合、遅延時間合計は184bit timesにな
ります。
例）　X1＝10m、X2 ＝ 10mのときY≦301m
計算式　22.24＋ Y＋ 184≦ 508 → Y≦ 301

● 接続例3

　

　　　

*1  上図はMMC101/102の場合です。MMC103、MMC103LH
をご使用の場合はそれぞれ、15km、40kmになります。

*2  遅延時間合計
AがClassⅡリピーター、Bがスイッチの場合、遅延時間合
計は284bit timesになります。
例）　X1＝10m、X2 ＝ 10mのときY≦201m
計算式　22.24＋ Y＋ 284≦ 508 → Y≦ 201

接続手順

① ACアダプターのDCプラグを本体のDCジャックに差し込
みDCプラグバンドで固定します。

② 100BASE-FXポートに光ケーブルを接続します。対向機器
のRXから延びているケーブルをTXに、TXから延びてい
るケーブルをRXに接続します。

③ 100BASE-FXポートの対向機器の通信モードを希望する通
信モード（固定）に設定します。

④ 通信モード切替スイッチを手順③で設定した100BASE-FX
ポートの対向機器の通信モードに合わせて設定します。

⑤ 100BASE-TXポートにUTPケーブルを接続します。UTP
ケーブルのプラグをカチッと音がするまで差し込み、UTP
ケーブルを軽く引っ張ってみて抜けないことを確認してく
ださい。同様にして、UTPケーブルのもう一方の端のプラ
グを対向機器に接続します。

⑥ 100BASE-TX ポートの対向機器は、手順③と同様の通信
モード固定、あるいはそのモードをサポートするオートネ
ゴシエーションに設定します。
次の表は、正しい通信モードの設定を○印で示しています。

 　　　　　　　　　通信モードの設定

*1 オートネゴシエーションモードのサポートする通信モードが
Full/Half Duplex の場合。

*2 オートネゴシエーションモードのサポートする通信モードが
Half Duplexのみの場合。

⑦ ACアダプターのACプラグをコンセントに差し込みます。

⑧ リンクテストスイッチをNORMALに設定します。正しく接
続されていれば、100BASE-TX・100BASE-FX PORT LED
が点灯します。

注）通信モード切替スイッチ・カスケードスイッチの設定を変更
した場合は、必ずACプラグをコンセントから抜き、電源を
投入し直してください。

トラブルシューティング

本製品が正しく動作しない場合は、次のことを確認してくださ
い。
○ リンクテストスイッチがNORMALに設定されているか確
認してください。TESTモード選択時はメディア変換機能は
作動しません。スイッチをNORMALに設定し、LINK TEST
LEDが緑色に点灯しているか確認してください。

○ LINK TEST LEDのみ点灯し、各PORTのLEDが点灯しな
い場合には、1度ACプラグを入れ直してください。

○ 本製品のACアダプターのDCプラグやACプラグが正しく
接続されているかどうか確認してください。本製品には電
源スイッチはついていません。本製品の起動と停止は、DC
プラグを本体に接続したままACプラグの抜き差しによって
行ってください。

○ 電源をオフにしてから再度オンにする場合は、しばらく間
をあけてください。

○ 接続先の機器に電源が入っているかを確認してください。
また、端末に取り付けられているネットワークインター
フェースカードに障害がないか、ネットワークインター
フェースカードに正しくケーブルが接続され、通信可能な
状態にあるかなどを確認してください。

○ UTPケーブル、および光ケーブルが正しく接続されている
か、正しいケーブルを使用しているか、断線していないかな
どを確認してください。
また、ケーブルの長さが制限を越えていないか確認してく
ださい。詳細は「ケーブル長・接続例」の項を参照してくだ
さい。

○ カスケード切替スイッチを確認してください。
本製品の 100BASE-TX をリピーターやスイッチとカス
ケード接続する場合は、本製品のカスケード切替スイッチ
を「= HUB」（MDI）に設定してください。

コネクター種別

       

ケーブル

MMC101/102をご使用の場合 :
   100BASE-TX：カテゴリー5以上のUTPケーブル
　100BASE-FX：GI 型マルチモード光ケーブル

MMC103/103LHをご使用の場合 :

　100BASE-TX：カテゴリー5以上のUTPケーブル
　100BASE-FX : シングルモード光ケーブル

製品仕様

　 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（ＶＣＣ
Ｉ）の基準に基づくクラスA情報技術装置です。この装置を家
庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。こ
の場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることが
あります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

保証と修理

本製品の保証内容は、製品に添付されている「製品保証書」の
「製品保証規定」に記載されています。製品をご利用になる前に
ご確認ください。本製品の故障の際は、保証期間の内外にかか
わらず、弊社修理受付窓口へご連絡ください。

○ アライドテレシス株式会社 修理受付窓口

Fax:  0120-860-332
携帯電話／PHSからは：045-476-6218
月～金曜日（祝・祭日を除く）  9:00～12:00
　　　　　 13:00～17:00

● 保証の制限
本製品の使用または使用不能によって生じたいかなる損害
（人の生命・身体に対する被害、事業の中断、事業情報の
損失またはその他の金銭的損害を含み、またこれらに限定
されない）については、弊社はその責をいっさい負わない
こととします。

ユーザーサポート

障害回避などのユーザーサポートは、次の「サポートに必要な
情報」をご確認のうえ、弊社サポートセンターへご連絡くださ
い。

○ アライドテレシス株式会社 サポートセンター

　 http://www.allied-telesis.co.jp/support/info/
　

Tel:  0120-860-772
携帯電話／PHSからは：045-476-6203
月～金曜日（祝・祭日を除く）  9:00～12:00
　　　　　 13:00～18:00

サポートに必要な情報

お客様の環境で発生した様々な障害の原因を突き止め、迅速な
障害の解消を行うために、弊社担当者が障害の発生した環境を
理解できるよう、以下の点についてお知らせください。なお、都
合によりご連絡が遅れることもございますが、あらかじめご了
承ください。

● 一般事項
すでに「サポート ID番号」を取得している場合、サポート
ID番号をお知らせください。サポートID番号をお知らせい
ただいた場合には、ご連絡先などの詳細は省略していただい
てかまいません。

・　　サポートの依頼日
・　　お客様の会社名、ご担当者名
・　　ご連絡先
・　　ご購入先

● 製品について
製品名、製品のシリアル番号（S/N）、製品リビジョン（Rev）
をお知らせください。
製品のシリアル番号、製品リビジョンは、製品に貼付されて
いるシリアル番号シールに記入されています。

（例）
S/N  000770000002346  Rev  AA

● 設定やLEDの点灯状態について
・　　スイッチの設定をお知らせください。
・　　LEDの点灯状態をお知らせください。

● お問い合わせ内容について
どのような症状が発生するのか、またそれはどのような状
況で発生するのかをできる限り具体的に（再現できるよう
に）お知らせください。

● ネットワーク構成図について
ネットワークとの接続状況や、使用されているネットワー
ク機器がわかる簡単な図を送付してください。
他社の製品をご使用の場合は、メーカー名、機種名、バー
ジョンなどをお知らせください。


